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結果：学業転帰に関しては、著者は受診学生の退学率が 13.3% (27/203名)であり、対照群の退学率 5.4% 
(11/203名)に比し有意に高かったと述べている。また、受診学生の退学の相対危険度は 2.5であったと
いう。著者は受診学生の在籍期間が対照に比して有意に長く、そのばらつきも大きかったと述べている。 









多かったと述べている。初診時の CGI-Sスコアは退学群が有意に高く、より重症であり、終診時の CGI-GI 
スコアは退学群が有意に高く、改善度が低かったとのことである。また著者によれば、パス解析の結果、
閉じこもりや休学が長引けば改善度が低下することが予測され、自殺企図は退学群の方が有意に多かっ
たとのことである。 
 著者は治療に関しても評価を行い、診療回数は退学群の方が有意に多いこと、治療中断は退学群が有
意に少ないこと、家族の当科への相談回数は退学群で有意に多かったことなどを明らかにしている。 
 また著者は、退学群において、入学前の不登校歴及び入学後の引きこもり期間が有意に多く長かった
こと、留年回数・休学期間ともに、退学群の方が有意に多く長かったと述べている。 
 著者は学業転帰に影響する因子について検討した結果、自殺企図回数、初診時 CGI-Sスコア、引きこ
もり期間、休学期間が、学業転帰と有意に関係することをあきらかにした。また著者は、要因間の有意
な相関関係から、留年回数と CGI-GIスコアも退学に有意に関わると述べている。 
（考察） 
以上の結果にもとづいて、著者は精神疾患をもつ学生においては、疾患自体のみならず疾患に伴う自
殺企図や引きこもり、過年在籍などの心理社会的不適応状態が学業転帰に影響を与えると述べている。
それゆえ著者は、学業転帰の改善のためには、適切な治療だけでなく学業を含めた生活全般の支援が必
要であることを指摘している。そのためには、社会的機能が大きく低下する前の受診を促すことや、本
人が大学内に居場所をもつことで、孤立せずに過ごすよう導く対策にも一定の効果があると著者は述べ
る。このほか著者は、心理社会的に重症な学生には個別の生活支援が望まれることや、教育組織との連
携は重要であることを指摘している。 
（結論） 
著者は精神疾患を持つ大学生の、学業転帰改善を目的とした研究を行い、初診時重症度、自殺企図、
引きこもり、過年在籍が退学のリスク因子であること、治療による病状改善度は保護因子であるという
結果を見出した。ここから著者は、改善・強化しうる因子について、教育組織との連携、生活支援、早
期受診の呼びかけなどが有用な対策であると結論づけている。 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
 本研究は大学生の精神疾患と学業転帰との関係を調べた統計学的な研究報告であり、綿密なカルテ調
査に基づく後方視的研究としては、ほとんど前例がない研究である。精神疾患を持つ学生の退学率が高
いことは過去の研究でも示されてはいたが、CGI-S（初診時重症度）や CGI-GI（病状改善度）という精
神医学的要因や、自殺企図、閉じこもり、休学及び留年等、疾患に伴う二次的な心理社会的重症度、不
適応状態が学業転帰に影響を与えることを明らかにした点にも本研究の独自性がある。この結果から精
神疾患罹患学生の学業転帰に関するリスク因子、防御因子が見出されたこと、とりわけリスク因子とし
ての閉じこもり対策として、家庭訪問などの個別対応の必要性を指摘するなど、現場の臨床家にとって
も示唆に富む研究と言えるであろう。 
 平成３０年４月３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
-３ 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
